
昭
和
十
七
年
三
月
二
日
、
軍
令
甲
八
号
に
よ
り
、
独
立
混
成
第

十
六
旅
団
復
員
並
び
に
第
六
十
九
師
団
臨
時
編
成
下
令
、
編

成
地
山
西
省
嵐
県
東
村
鎮
、
大
隊
長
陸
軍
大
佐
、
村
川
正
一
。

九
月
七
日
～
二
十
日
、
山
西
省
臨
県
周
辺
地
区
作
戦
参
加
。

十
二
月
二
十
五
日
～
三
十
日
、
汾
陽
北
方
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
八
年
四
月
五
日
～
五
月
二
十
二
日
、
十
八
春
大
行
山
脈

作
戦
参
加
。

九
月
二
十
一
日
～
十
一
月
三
十
日
、
十
八
秋
晉
西
北
作
戦
参

加
。

十
一
月
二
十
一
日
～
十
二
月
二
十
八
日
、
山
西
省
離
石
県

（
省
中
部
大
原
西
方
）
西
北
地
区
作
戦
参
加
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
警
備
移
駐
山
西
省
永
済
県
蒲
州
着
。

四
月
十
五
日
～
七
月
五
日
、
西
北
河
南
作
戦
参
加
。

四
月
二
十
九
日
、
大
隊
長
陸
軍
中
佐
、
西
村
勘
次
。

昭
和
十
九
年
七
月
～
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
、
河
南
省

陜
県
地
区
橋
頭
堡
の
守
備
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
在
支
部
隊
臨
時
編
成
（
編
成
改
正
）

下
令
。

四
月
十
四
日
、
警
備
移
駐
江
蘇
省
嘉
定
県
嘉
定
着
。
三
代
大

隊
長
大
尉
、
森
田
豊
太
郎
。

八
月
十
五
日
、
復
員
下
令
。

四
月
十
四
日
～
九
月
二
日
、

滬
海
道
地
区
嘉
定
付
近
の
守
備
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
三
日
、
内
地
帰
還
の
た
め
主
力

一
、
〇
五
三
名
上
海
出
帆
。
十
六
日
、
佐
世
保
市
上
陸
。

編
成
以
来
の
死
亡
者
一
八
四
名
。
入
院
患
者
四
四
名
。
生
死

不
明
者
一
八
名
。
入
監
者
二
名
。
計
二
四
八
名
。
外
に
転
属

者
一
八
二
名
。

追
想
　
中
支
戦
線
　 

愛
媛
県
　
大
原
四
郎
　 

昭
和
初
期
、
白
砂
青
松
の
続
く
我
が
古
里
の
海
岸
は
、
漁
師

が
沖
で
釣
を
し
て
お
り
、
経
済
大
恐
慌
で
日
本
国
中
は
大
揺
れ

だ
っ
た
。
幼
き
我
々
は
余
り
関
係
な
く
、
夏
は
六
尺
褌
を
肩
に

絣
の
パ
ン
ツ
に
シ
ャ
ツ
（
手
製
）
に
て
兄
や
友
と
よ
く
泳
ぎ
に

行
っ
た
。

潮
が
引
く
と
浜
よ
り
沖
へ
二
キ
ロ
い
や
三
キ
ロ
も
遠
浅
と
な



り
、
貝
類
や
車
海
老
、
カ
ニ
な
ど
子
供
の
手
に
も
楽
に
獲
れ
て

夕
餉
の
膳
を
賑
わ
し
た
。
見
上
げ
る
空
に
は
太
陽
が
ま
ぶ
し
く

照
り
、
入
道
雲
が
も
く
も
く
と
湧
き
出
て
本
当
に
暑
い
夏
だ
っ

た
が
楽
し
か
っ
た
。
浜
は
南
に
重
信
川
、
北
は
延
々
数
キ
ロ
の

砂
浜
で
、
松
山
連
隊
の
射
撃
場
も
途
中
の
小
高
い
砂
丘
の
松
林

の
中
に
あ
っ
た
。

小
学
校
へ
上
が
る
と
も
う
兄
の
手
伝
い
の
絣
解
き
で
、
近
く

の
神
社
の
境
内
に
友
と
幾
列
も
伸
ば
し
（
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
）

日
暮
れ
ま
で
よ
く
働
い
た
。
当
時
は
皆
親
の
手
助
け
を
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
で
、
絣
解
き
は
お
金
に
な
る
い
い
仕
事
で
あ
っ

た
。
我
が
村
は
伊
予
絣
の
発
祥
地
で
、
明
治
二
十
年
頃
よ
り
絣

の
生
産
が
盛
ん
で
、
大
正
十
五
年
の
最
盛
期
に
は
年
間
生
産
三

十
五
万
反
を
越
え
、
遠
く
東
北
、
関
東
方
面
に
販
売
し
（
資
料

「
垣
生
の
あ
ゆ
み
」

）

、
全
国
屈
指
の
生
産
地
を
誇
っ
て
い
た
。

絣
業
者
（
紺
屋
）
は
村
に
数
十
軒
も
あ
り
、
女
児
は
「
カ
セ
」

繰
り
、
女
は
「
機
」
織
り
、
男
は
紺
屋
で
「
染
手
間
」
に
出
て
、

村
民
の
大
半
が
絣
仕
事
に
携
わ
り
、

村
は
活
気
に
充
ち
て
い
た
。

四
年
生
に
な
る
と
兄
の
指
導
で
も
う
立
派
な
絣
解
き
、
一
、

二
軒
紺
屋
を
受
け
持
っ
て
夏
の
午
後
は
海
、
ほ
か
は
一
年
中
、

絣
と
よ
く
働
き
、
兄
弟
仲
良
く
家
の
助
け
を
し
た
。
食
べ
た
ら

よ
し
の
風
邪
引
か
ず
で
、
粗
衣
粗
食
で
育
っ
た
自
分
は
、
余
り

手
間
の
か
か
ら
な
い
児
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
母
離
れ
が
出
来

な
く
て
よ
く
泣
い
た
。
入
学
し
て
余
り
勉
強
を
し
た
覚
え
は
な

い
が
、
二
年
生
の
二
学
期
に
級
長
に
し
て
貰
い
「
起
立
、
礼
、

着
席
」
が
言
え
な
く
て
当
分
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
。
以
後
、

高
等
二
年
ま
で
毎
年
役
を
や
り
五
番
で
卒
業
を
し
た
。
背
は
低

か
っ
た
が
ス
ポ
ー
ツ
は
得
意
で
、
六
年
生
で
は
郡
の
競
技
大
会

（
道
後
）
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
代
表
と
し
て
走
っ
た
嬉
し
い
想

い
出
が
あ
る
。
走
り
巾
跳
び
を
や
り
、
鉄
棒
は
大
好
き
だ
っ

た
。律

儀
者
の
子
だ
く
さ
ん
で
、
家
は
貧
農
三
反
八
畝
、
米
麦
の

水
呑
百
姓
で
、
七
子
の
四
男
弟
も
い
て
家
は
何
時
も
賑
や
か
だ

っ
た
。
父
は
米
を
作
り
な
が
ら
長
兄
と
伊
予
絣
を
荷
車
に
積
ん

で
狭
い
凸
凹
道
を
松
山
（
四
キ
ロ
位
）
の
問
屋
へ
運
ん
で
お
り
、

他
の
人
の
用
も
一
緒
に
片
づ
け
て
い
た
。
母
は
小
柄
な
が
ら
丈

夫
で
よ
く
働
き
、
頭
が
切
れ
て
上
手
に
子
供
た
ち
を
使
い
、
ま

た
人
々
に
よ
く
接
し
て
家
を
守
り
、
父
母
心
を
合
わ
せ
て
働
き

な
が
ら
着
々
と
礎
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
、
外
見
よ
り
は
心
豊



か
だ
っ
た
よ
う
で
、
皆
仲
良
く
狭
い
な
が
ら
も
楽
し
い
我
が
家

だ
っ
た
。

父
は
日
露
の
大
戦
に
乃
木
大
将
の
第
三
軍
の
麾
下
で
従
軍
し

た
人
だ
が
よ
く
働
き
、
教
訓
じ
み
た
こ
と
は
い
わ
な
か
っ
た
が

身
体
で
教
え
て
子
育
て
は
厳
し
か
っ
た
。
五
歳
の
時
お
膳
に
座

り
お
菜
が
悪
い
と
駄
々
を
こ
ね
る
自
分
を
「
嫌
い
な
ら
食
べ
ん

で
い
い
」
と
片
手
で
身
体
を
引
っ
く
り
返
し
た
。
泣
く
自
分
に

手
を
貸
そ
う
と
す
る
姉
に
「
放
っ
て
お
け
」
の
一
言
で
お
預
け

と
な
り
、
後
で
母
に
優
し
く
諭
さ
れ
た
。

今
も
懐
か
し
い
想
い
出
だ
が
高
等
科
を
卒
業
す
る
と
、
次
々

と
口
数
減
ら
し
の
た
め
家
を
出
て
い
く
姉
兄
の
後
を
追
う
よ
う

に
、

旬
日
を
待
た
ず
広
島
八
丁
堀
呉
服
問
屋
㈱
小
田
政
商
店（
原

爆
に
て
崩
壊
。
一
部
三
階
建
）
に
、
住
み
込
み
店
員
（
丁
稚
）

と
し
て
入
社
す
る
。

社
員
七
〇
余
名
の
大
商
店
で
京
呉
服
は
関
西
以
西
で
は
売
上

高
一
番
の
実
績
を
持
ち
、
住
み
込
み
店
員
二
七
名
は
二
班
に
分

か
れ
て
寮
よ
り
の
通
勤
で
新
時
代
を
思
わ
す
お
店
で
あ
っ
た
。

緊
張
す
る
と
伊
予
弁
が
出
て
恥
ず
か
し
く
、
半
年
位
は
言
葉
に

難
儀
を
し
た
。
松
山
の
片
田
舎
の
一
少
年
の
目
を
奪
う
広
島
は

電
車
が
縦
横
に
走
り
車
が
多
く
、
街
ゆ
く
人
も
多
く
衣
裳
も
派

手
で
あ
る
。
呉
と
広
島
は
休
日
は
陸
海
軍
人
さ
ん
の
姿
が
多
く

目
に
つ
い
た
が
、
広
く
大
き
い
街
で
、
昭
和
十
二
年
四
月
、
桜

も
咲
き
春
の
歌
も
流
れ
て
街
も
田
舎
も
長
閑
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変
が
勃
発
し
て
、
第
五
師
団
も

練
兵
場
に
「
除
隊
延
期
」
が
大
き
く
貼
り
出
さ
れ
る
な
ど
急
に

巷
も
騒
が
し
く
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
衣
料
統
制
も
そ
れ
ほ

ど
で
も
な
く
、
日
通
の
駄
馬
で
荷
も
入
り
結
構
活
況
を
呈
し
て

い
た
。
先
輩
が
現
役
で
入
隊
し
休
日
に
は
来
店
し
て
新
兵
の
労

苦
を
聞
き
、
胸
を
痛
め
た
こ
と
も
再
三
だ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
春
、
同
期
で
は
抜
擢
さ
れ
て
山
口
県
の
掛
（
販

売
集
金
）
を
命
ぜ
ら
れ
、
悲
才
な
が
ら
懸
命
の
努
力
を
し
て
成

績
を
維
持
し
た
。

昭
和
十
六
年
二
月
、
徴
用
令
に
よ
り
呉
海
軍
工
■
水
雷
部
の

工
員
と
な
り
道
具
貸
出
し
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
ど
う
せ
の
こ
と

な
ら
技
術
を
身
に
つ
け
て
と
、
工
長
に
再
三
懇
願
す
る
が
一
工

員
の
希
望
は
と
て
も
聞
き
入
れ
て
貰
え
ず
、
渋
々
我
慢
す
る
。

巨
大
な
工
場
内
は
天
井
走
行
機
が
絶
え
ず
ゆ
き
交
い
、
吊
る
さ

れ
て
移
動
す
る
九
六
式
魚
型
水
雷
の
大
き
さ
、
そ
し
て
暗
く
て



陰
気
な
工
場
内
に
昼
夜
兼
行
に
て
魚
雷
生
産
に
慌
た
だ
し
く
働

く
大
勢
の
工
員
に
驚
く
。

軍
港
に
佇
め
ば
山
か
と
見
ま
が
う
戦
艦
「
伊
勢
」
が
ド
ッ
ク

入
り
、
沖
に
は
帝
国
海
軍
が
世
界
の
列
強
国
を
ア
ッ
と
驚
か
せ

た
巨
大
な
不
沈
戦
艦
「
大
和
」
の
勇
姿
。
頼
も
し
く
思
い
な
が

ら
も
、
や
が
て
始
ま
る
で
あ
ろ
う
世
紀
の
大
戦
を
思
い
、
当
時

大
和
島
根
に
生
を
享
け
た
民
、
ま
し
て
日
本
男
子
の
わ
が
身
に

は
不
安
と
焦
燥
の
日
々
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

遂
に
大
東
亜
戦
争
に
突
入
し（
同

日
、
海
軍
軍
属
）
、
国
民
は
華
々
し
い
緒
戦
の
勝
利
に
酔
っ
た
。

年
々
の
徴
兵
検
査
は
ど
こ
で
働
い
て
い
て
も
、
本
籍
で
友
と
共

に
受
け
る
慣
わ
し
で
あ
っ
た
が
、
軍
属
と
い
う
身
は
帰
郷
を
許

さ
れ
ず
、
昭
和
十
七
年
十
月
呉
に
て
受
検
の
結
果
、
甲
種
一
二

四
番
と
覚
え
て
い
る
。

早
く
も
十
二
月
一
日
、
丸
亀
西
部
第
三
十
二
部
隊
に
入
隊
の

通
知
を
受
け
て
職
を
辞
す
。
入
隊
前
日
の
早
朝
四
時
、
暗
闇
の

三
島
神
社
に
て
同
級
三
名
は
村
長
初
め
村
民
多
数
の
盛
大
な
見

送
り
を
受
け
、
松
山
駅
を
万
歳
の
声
と
日
の
丸
の
旗
に
送
ら
れ
、

丸
亀
に
到
着
し
指
定
の
宿
に
入
る
。

十
二
月
一
日
、
西
部
第
三
十
二
部
隊
に
入
隊
し
、
歩
兵
砲
中

隊
に
編
入
さ
れ
（
中
支
那
派
遣
軍
要
員
）
、
早
速
准
尉
殿
よ
り
「
外

で
は
毎
日
警
察
だ
の
裁
判
所
だ
の
い
っ
て
人
民
保
護
に
励
ん
で

い
る
が
、
こ
こ
は
日
夜
人
殺
し
の
演
習
を
し
て
い
る
所
だ
。
お

前
達
近
日
中
に
間
違
い
な
く
戦
場
に
送
っ
て
や
る
か
ら
充
分
覚

悟
し
て
励
め
」
と
の
訓
示
を
受
け
、
身
の
引
き
締
ま
る
想
い
を

す
る
。

数
日
は
体
力
検
査
、
被
服
の
受
領
交
換
、
各
種
注
射
等
命
ぜ

ら
れ
た
ま
ま
に
行
動
消
化
し
た
。

八
日
は
面
会
も
許
さ
れ
愛
媛
、

香
川
よ
り
の
集
ま
り
で
面
会
所
は
兵
と
人
で
■
れ
終
日
混
雑
し

た
。
自
分
も
父
は
じ
め
叔
母
姉
等
が
は
る
ば
る
来
て
く
れ
、
お

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

寒
風
吹
き
荒
れ
る
丸
亀
練
兵
場
で
、
敬
礼
に
始
ま
る
徒
手
訓

練
は
緊
張
の
連
続
、
お
ま
け
に
慣
れ
ぬ
軍
服
に
編
上
靴
に
巻
脚

絆
、
ま
る
で
田
舎
の
■
根
畠
に
足
を
突
っ
込
ん
だ
感
じ
で
、
友

も
同
じ
だ
ろ
う
が
身
の
動
き
ま
ま
な
ら
ず
で
歯
が
ゆ
く
、
特
に

丸
亀
一
周
早
駈
け
は
顎
を
出
し
、
教
官
の
見
え
な
い
裏
側
で
呼

吸
を
整
え
、
示
し
合
わ
せ
て
走
っ
た
。
並
ん
で
走
る
駈
け
足
で

は
遅
れ
た
り
私
語
を
発
す
る
者
に
は
遠
慮
無
く
教
官
の
鉄
■
が



飛
ん
だ
。

学
科
は
軍
人
勅
諭
と
戦
陣
訓
。
広
島
当
時
一
年
余
、
朝
の
青

年
学
校
を
経
験
し
た
だ
け
な
の
で
学
科
で
頑
張
ら
ね
ば
と
、
以

前
よ
り
勉
強
し
て
い
た
の
で
大
い
に
助
か
っ
た
。
入
隊
間
も
な

く
「
勅
諭
と
戦
陣
訓
言
え
る
者
は
手
を
挙
げ
よ
」
と
言
わ
れ
、

躊
躇
せ
ず
手
を
上
げ
た
が
、
自
分
一
人
だ
っ
た
の
で
鳥
肌
が
立

っ
た
。

慌
た
だ
し
い
行
事
の
日
々
が
去
り
、
丸
亀
第
三
十
二
部
隊
に

も
お
別
れ
を
し
征
途
に
つ
く
。
下
関
よ
り
釜
山
。
釜
山
は
海
が

大
時
化
で
、
見
納
め
と
思
っ
た
内
地
の
景
色
も
眺
め
る
よ
う
に

な
ら
ず
、
船
は
満
員
の
上
、
船
酔
い
に
て
吐
く
者
、
喘
ぐ
者
続

出
し
て
惨
々
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
は
幸
い
に
も
酔
っ
た
覚

え
が
無
く
元
気
で
友
の
世
話
も
で
き
た
。

新
義
州
、
山
海
関
と
列
車
は
轟
音
を
放
っ
て
荒
野
を
走
る
。

広
軌
道
な
の
で
内
地
と
違
い
座
席
も
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
。
車

窓
よ
り
眺
め
る
風
物
は
寒
々
と
し
て
、
小
高
い
丘
の
樹
木
も
黒

ず
み
、
時
に
見
え
る
住
民
も
黒
い
衣
服
を
ま
と
い
殺
風
景
だ
。

こ
れ
が
大
陸
か
と
、
一
寸
淋
し
く
な
る
。
幸
い
に
も
向
い
席
に

輸
送
官
の
久
保
軍
曹
殿
が
お
ら
れ
て
、
大
陸
に
お
け
る
生
活
、

心
構
え
、
軍
隊
内
務
等
の
有
難
い
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。

同
席
の
宮
内
は
学
業
の
た
め
一
年
遅
れ
の
入
隊
と
い
う
友
で
、

人
格
指
導
力
共
に
優
れ
て
、
将
来
優
秀
な
る
指
揮
官
間
違
い
無

し
の
人
物
だ
っ
た
。

座
席
に
長
く
足
を
降
ろ
し
て
い
る
と
足
に
水
が
来
て
皆
困
っ

て
い
た
。
自
分
は
軍
曹
殿
に
お
願
い
し
て
木
枠
の
板
を
貰
い
、

座
席
の
下
に
敷
い
て
幾
夜
も
寝
た
。
平
坦
停
車
、
駅
で
の
食
事

受
領
は
短
時
間
で
の
積
み
込
み
で
混
雑
を
極
め
、
汁
は
脂
ば
か

り
で
洗
っ
て
も
取
れ
ず
、
水
も
不
足
し
て
困
っ
た
。

北
支
廻
り
で
遙
か
山
海
関
も
遠
望
し
て
、
昭
和
十
八
年
の
新

春
は
揚
子
江
の
ジ
ャ
ン
ク
船
上
に
て
迎
え
た
。
泥
水
の
中
よ
り

昇
る
真
っ
赤
な
初
日
を
拝
み
、
大
東
亜
戦
の
勝
利
と
、
併
せ
て

身
の
武
運
長
久
を
祈
っ
た
。
船
は
お
蚕
■
で
、
頭
を
上
げ
る
と

梁
で
頭
を
打
っ
た
。
船
か
ら
の
眺
め
に
あ
き
る
と
寝
転
ん
で
宮

内
と
今
後
の
こ
と
を
胸
襟
を
開
い
て
よ
く
話
を
し
、
恋
愛
哲
学

な
る
も
の
を
拝
聴
し
た
。
異
性
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
己
を

向
上
さ
せ
る
と
の
意
に
て
、
な
る
程
と
感
心
す
る
。

武
昌
に
上
陸
し
て
兵
の
多
い
の
に
驚
く
が
、
軍
の
本
部
に
て

各
前
線
に
散
っ
て
ゆ
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
我
が
第
四
十
師
団



長
、
陸
軍
中
将
青
木
誠
一
閣
下
の
巡
視
を
受
け
る
。
馬
上
豊
か

な
る
将
軍
は
「
兵
器
は
金
を
出
せ
ば
す
ぐ
間
に
合
う
が
、
兵
は

二
十
年
経
た
ん
と
使
え
ん
、
各
自
健
康
に
留
意
し
て
軍
務
に
励

め
」
と
の
有
難
い
お
言
葉
を
戴
く
。

す
し
詰
め
の
無
蓋
車
に
て
咸
寧
（
師
団
司
令
部
）
を
過
ぎ
、

汀
泗
橋
（
連
隊
本
部
）
に
て
下
車
。
第
二
三
四
連
隊
本
部
に
て

連
隊
長
陸
軍
大
佐
戸
田
義
直
殿
に
申
告
す
る
。
中
支
那
に
勇
名

を
馳
せ
た
第
四
十
師
団
の
人
情
部
隊
長
、
鯨
第
六
八
八
二
部
隊

長
で
立
派
な
お
髭
を
貯
え
ら
れ
て
一
人
一
人
答
礼
さ
れ
、
有
難

い
労
い
の
お
言
葉
を
戴
き
、
胸
に
迫
る
も
の
あ
り
て
我
等
こ
の

人
の
膝
下
に
死
を
誓
う
。

第
十
二
中
隊
に
編
入
さ
れ
て
東
へ
二
キ
ロ
の
部
落
の
兵
舎
に

入
る
。
中
隊
長
陸
軍
中
尉
渋
田
与
壮
殿
以
下
幹
部
に
迎
え
ら
れ

て
申
告
し
、
そ
の
夜
は
新
兵
が
入
っ
て
か
ら
と
お
預
け
に
な
っ

て
い
た
お
正
月
を
一
緒
に
祝
っ
て
く
れ
、
内
地
米
に
勝
る
と
い

う
取
っ
て
置
き
の
蘇
州
米
を
炊
い
て
く
れ
た
。
出
身
は
ど
こ
か

と
か
、
ま
た
知
っ
て
い
る
人
も
い
て
や
は
り
郷
土
部
隊
、
こ
れ

か
ら
お
世
話
に
な
る
古
兵
殿
と
も
意
気
投
合
し
て
故
郷
の
話
に

夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
た
が
、
翌
日
主
力
は
も
う
次
期
作
戦
の

た
め
出
発
し
た
。

内
務
班
に
分
か
れ
、
第
三
班
擲
彈
筒
班
と
な
る
。
班
員
一
〇

名
で
自
分
が
一
番
の
チ
ビ
ッ
子
だ
っ
た
。
負
け
て
は
な
ら
ぬ
と

日
々
演
習
に
学
科
、
内
務
に
精
を
出
す
。
夜
は
許
可
を
得
て
武

具
庫
に
て
友
と
典
範
令
の
暗
記
に
時
の
経
つ
の
を
惜
し
ん
だ
。

朝
の
寒
稽
古
は
点
呼
場
で
の
軍
歌
演
習
。
大
き
く
輪
に
な
っ
て

復
唱
し
な
が
ら
行
進
す
る
。
声
の
大
き
な
自
分
は
早
く
も
目
に

つ
き
中
に
入
れ
ら
れ
た
。
夕
点
呼
前
の
狭
く
暗
い
内
務
班
通
路

の
■
に
保
革
油
を
灯
し
、
ア
ン
ペ
ラ
の
上
に
正
座
し
て
班
長
殿

の
訓
示
を
聞
く
。
軍
隊
生
活
や
体
力
等
不
安
ば
か
り
の
自
分
達

の
心
を
読
み
取
っ
て
、
暖
か
く
抱
く
よ
う
な
お
話
に
有
難
く
、

ま
た
頼
も
し
く
思
い
、
歳
二
つ
違
い
な
の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な

風
格
が
あ
る
の
か
…
と
「
班
長
の
行
く
所
、
火
の
中
、
弾
の
中

従
っ
て
行
き
ま
す
」
と
心
で
叫
ん
だ
の
は
自
分
一
人
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

消
灯
ラ
ッ
パ
が
鳴
っ
て
、
週
番
下
士
官
殿
の
巡
回
、
カ
ン
テ

ラ
を
手
に
勇
ま
し
い
軍
靴
の
音
。
重
い
扉
を
開
け
た
瞬
間
皆
は

息
を
呑
む
。「
コ
リ
ャ
ー
消
灯
準
備
が
出
来
て
な
い
ぞ
」
の
一

喝
に
一
斉
に
飛
び
起
き
る
。
何
処
も
悪
く
な
い
の
に
こ
れ
を
繰



り
返
す
鬼
軍
曹
殿
。
そ
の
光
景
を
隅
で
笑
っ
て
見
て
い
る
上
等

兵
殿
だ
っ
た
。
隊
長
殿
は
人
の
和
を
大
切
に
さ
れ
、
私
的
制
裁

を
厳
し
く
戒
め
ら
れ
た
の
で
、
連
帯
で
時
に
行
わ
れ
た
ぐ
ら
い

で
苦
痛
は
余
り
無
か
っ
た
。

一
月
中
頃
よ
り
二
月
は
こ
と
の
ほ
か
寒
く
、
小
雪
が
舞
い
、

な
か
な
か
寝
つ
か
れ
ず
、
ま
た
風
邪
が
流
行
す
る
と
い
う
の
で

頭
と
足
を
交
互
に
し
て
眠
る
が
、
汚
れ
た
靴
下
の
臭
い
と
寒
さ

の
た
め
一
夜
に
小
便
六
回
は
本
当
に
困
っ
た
。
教
官
殿
に
お
願

い
し
て
全
員
綿
チ
ョ
ッ
キ
を
買
っ
て
貰
い
、
少
し
楽
に
な
る
。

大
き
な
竹
■
を
継
な
ぎ
合
わ
せ
て
近
く
の
小
川
よ
り
水
取
り

の
使
役
に
出
る
。
朋
友
、
仙
波
と
二
人
水
車
を
踏
み
続
け
な
が

ら
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
、
忙
中
閑
あ
り
を
楽
し
ん
だ
。

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
隣
の
中
隊
不
寝
番
が
狙
撃
さ
れ
た
の
で
急

遽
討
伐
に
出
る
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
敵
を
見
ず
、
夜
に
入
る

も
前
進
や
ま
ず
、
通
訳
が
土
民
に
問
う
も
判
ら
ず
、
威
嚇
射
撃

す
る
こ
と
と
な
り
、
自
分
が
擲
弾
筒
第
一
筒
、
夜
間
道
路
上
に

芝
を
敷
き
発
射
す
る
。
弾
は
一
瞬
筒
口
よ
り
火
を
曳
き
着
弾
音

は
山
谷
に
谺
し
て
そ
の
威
力
計
り
知
れ
ず
と
驚
く
が
、
筒
を
手

か
ら
落
し
て
危
う
く
前
の
池
に
入
る
所
だ
っ
た
。
こ
れ
は
失
敗

「
止
板
の
位
置
は
安
定
よ
き
所
に
選
ぶ
」
と
い
う
教
範
の
一
番

大
切
な
こ
と
を
怠
り
、
芝
を
厚
く
し
た
と
深
く
反
省
を
す
る
。

教
育
期
間
中
も
大
い
な
る
流
れ
の
中
で
、

己
を
見
失
う
ま
い
、

友
に
遅
れ
ま
い
と
懸
命
で
、
故
郷
の
こ
と
等
考
え
る
暇
は
先
ず

な
か
っ
た
。
学
科
、
内
務
は
自
信
を
も
っ
て
い
た
の
で
気
が
楽

だ
っ
た
が
、
演
習
は
辛
く
瓦
斯
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
の
突
撃
は

呼
吸
を
乱
し
て
落
後
し
て
、
班
長
殿
よ
り
大
声
の
お
叱
り
を
受

け
た
。

作
戦
部
隊
で
は
ほ
か
に
雑
使
役
も
あ
り
、
充
分
な
る
教
育
も

出
来
な
い
ま
ま
七
十
余
日
の
教
育
を
終
え
て
、
大
隊
本
部
に
て

検
閲
を
済
ま
せ
て
、

主
力
追
及
の
た
め
引
き
揚
げ
準
備
に
入
る
。

事
務
室
等
の
荷
物
を
汀
泗
橋
ま
で
運
ぶ
が
、
途
中
か
ら
ノ
ル
マ

と
な
る
。
こ
れ
は
大
変
だ
と
相
棒
の
大
野
と
歩
き
な
が
ら
小
便

を
し
た
。
そ
の
大
野
は
次
の
作
戦
で
戦
死
し
、
惜
し
い
男
を
失

っ
た
。

途
中
休
憩
さ
せ
て
貰
っ
た
中
隊
で
中
矢
上
等
兵
に
■
う
。

村
の
先
輩
で
優
秀
な
軽
機
の
射
手
と
い
う
。
奇
遇
で
あ
っ
た
。

「
元
気
で
や
れ
よ
」
と
励
ま
さ
れ
氷
砂
糖
を
袋
に
貰
い
、
班
員

皆
で
食
べ
喜
ん
だ
こ
と
を
想
起
し
感
謝
し
て
い
る
。

出
発
前
、
簡
単
な
る
軍
装
検
査
で
、
強
行
軍
で
苦
し
い
か
ら



「
次
に
捨
て
る
物
は
今
捨
て
よ
」
と
の
教
官
殿
の
言
葉
に
、
買

っ
て
貰
っ
た
チ
ョ
ッ
キ
も
そ
の
場
に
置
き
、
私
物
を
減
ら
し
て

身
軽
く
な
り
出
発
す
る
。
今
日
は
も
う
何
処
か
で
聞
こ
え
る
銃

声
。
や
っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
つ
つ
の
前
進
だ
。
出
発
時
よ
り

我
等
を
護
衛
し
て
く
れ
て
い
た
第
二
三
五
連
隊
の
横
井
大
隊

は
、
墨
山
舗
目
前
に
し
て
強
力
な
敵
の
攻
撃
を
受
け
る
。
応
戦

す
る
も
撃
退
に
至
ら
ず
苦
戦
の
た
め
、
我
等
も
応
援
に
出
撃
し
、

夜
間
歩
■
に
立
つ
が
敵
の
迫
撃
砲
弾
が
至
近
に
炸
裂
し
、
真
昼

の
如
き
明
る
さ
と
、
爆
発
音
に
眠
気
も
一
辺
に
フ
ッ
飛
ん
で
し

ま
っ
た
。

夜
を
徹
し
て
の
攻
撃
に
頑
強
な
敵
も
敗
走
し
た
が
、
部
隊
の

損
傷
多
く
、
遂
に
担
架
を
か
つ
ぐ
こ
と
に
な
る
。
我
等
も
連
日

の
強
行
軍
の
た
め
疲
労
甚
だ
し
く
、
患
者
は
一
応
の
処
置
し
あ

る
も
、
血
は
に
じ
み
、
時
に
う
め
き
声
を
発
す
。
ま
し
て
戸
板

の
担
架
は
肩
に
重
く
の
し
か
か
り
、
彼
我
共
に
喘
ぎ
な
が
ら
の

我
慢
の
坦
送
だ
。
華
客
の
街
に
入
る
と
道
は
石
畳
で
滑
り
そ
う

で
足
が
前
に
進
ま
ぬ
が
、

よ
う
や
く
連
隊
野
戦
病
院
に
到
着
し
、

二
日
の
坦
送
任
務
を
終
え
、
友
と
ホ
ッ
と
安
堵
の
立
小
便
を
す

る
。

お
互
い
の
色
を
見
て
ア
ッ
と
声
が
出
る
。
血
の
小
便
正
に
真

っ
赤
な
血
で
あ
っ
た
。
中
隊
の
指
揮
に
入
り
、
数
日
の
休
養
を

得
て
心
身
共
に
楽
に
な
る
。

四
月
も中
ば
で
小
川
は
清
く
流
れ
、

柳
も
長
く
緑
鮮
や
か
で
銃
声
も
な
い
。
ど
こ
で
戦
争
を
し
て
い

る
の
か
と
思
う
ぐ
ら
い
だ
。

次
期
作
戦
の
編
成
に
入
り
、
第
一
小
隊
第
四
分
隊
（
擲
彈
筒
）

第
一
筒
弾
薬
手
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
初
陣
だ
。
古
兵

殿
に
混
じ
っ
て
任
務
に
つ
い
た
が
、
皆
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
す

ま
ぬ
と
思
う
ば
か
り
「
こ
の
作
戦
ボ
テ
（
落
後
）
ず
に
つ
い
て

き
た
ら
初
年
兵
は
百
点
」
と
古
兵
殿
が
い
っ
た
が
、
そ
の
通
り

未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
完
全
軍
装
が
背
に
の
り
、
強
行
強

行
の
前
進
は
「
戦
闘
は
行
軍
及
び
激
動
の
後
開
始
せ
ら
れ
、
且

数
昼
夜
に
渡
る
を
常
と
す
」
の
歩
兵
操
典
綱
領
を
そ
の
ま
ま
で

身
体
中
が
痛
い
。
特
に
榴
弾
八
発
の
弾
の
う
が
重
く
腰
に
か
か

る
。二

、
三
日
し
て
行
軍
も
少
し
慣
れ
幾
分
楽
に
な
る
が
、
今
日

は
何
処
ま
で
ゆ
く
の
や
ら
知
る
は
ず
も
な
い
。
今
日
を
今
を
元

気
で
歩
く
だ
け
。
軍
服
も
乱
れ
、
顔
は
汚
れ
て
銃
も
天
秤
棒
か

つ
ぎ
、
こ
れ
が
教
育
期
間
だ
っ
た
ら
「
肱
を
締
め
よ
」
の
叱
声



が
飛
ぶ
が
今
は
実
戦
、
古
兵
殿
も
大
目
に
見
て
く
れ
る
。
設
営

に
入
れ
ば
炊
飯
、
洗
濯
と
手
分
け
し
て
短
時
間
で
手
際
よ
く
や

ら
な
い
と
休
む
間
は
な
い
と
頑
張
る
が
、
晴
れ
の
日
は
い
い
が

雨
の
日
は
朝
か
ら
行
軍
序
列
に
入
る
ま
で
に
、
も
う
濡
れ
る
。

防
雨
外
套
は
防
水
の
効
果
う
す
く
す
ぐ
浸
み
る
。
何
時
乾
か
す

か
分
か
ら
ぬ
ま
ま
で
の
行
軍
は
と
く
に
辛
い
。

明
朝
は
い
よ
い
よ
敵
前
上
陸
だ
。
緊
張
す
る
が
ぐ
っ
す
り
眠

る
。
早
朝
四
時
頃
、
砲
の
援
護
射
撃
を
受
け
な
が
ら
艇
に
乗
り

込
み
、
そ
の
ま
ま
で
腰
は
下
せ
ぬ
中
腰
だ
。
艇
は
煙
幕
を
張
っ

て
出
発
、
息
を
呑
む
緊
張
の
突
進
だ
っ
た
が
幸
い
に
し
て
抵
抗

な
く
闇
の
対
岸
に
う
ま
く
取
り
付
く
。
堤
防
下
で
身
を
潜
め
、

敵
状
を
伺
う
が
前
方
で
は
銃
声
激
し
く
聞
こ
え
、
尖
兵
交
戦
中

の
模
様
だ
。
次
第
に
明
る
く
な
る
が
草
の
上
に
潜
ん
で
い
た
の

で
シ
ッ
ト
リ
と
朝
露
を
浴
び
て
気
分
爽
快
だ
。

尖
兵
は
十
一
中
隊
で
警
戒
怠
り
な
く
前
進
す
る
。
低
地
帯
で

道
は
も
っ
ぱ
ら
堤
防
を
利
用
し
、
下
は
植
え
た
ば
か
り
の
稲
田

だ
っ
た
。
ゆ
く
橋
に
破
壊
さ
れ
た
竹
槍
を
斜
め
に
組
ん
だ
鹿
砦

が
幾
つ
も
あ
り
、
尖
兵
だ
ろ
う
同
年
の
星
一
つ
の
戦
死
体
を
見

る
。
合
掌
し
戦
闘
の
激
し
さ
を
知
る
。
尖
兵
は
全
面
の
敵
に
前

進
を
阻
ま
れ
た
た
め
我
が
中
隊
は
左
一
線
に
進
出
し
、
梅
田
湖

付
近
攻
撃
の
た
め
前
進
中
、
水
路
堤
防
上
に
チ
ェ
コ
機
銃
を
持

っ
た
敵
数
名
を
発
見
、
直
ち
に
射
撃
す
る
。
彼
我
の
距
離
は
五

〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
下
に
は
第
一
分
隊
全
員
伏
せ
た
ま
ま
の
丸

出
し
。
擲
彈
筒
は
使
え
ず
軽
機
と
小
銃
に
て
攻
撃
数
分
、
こ
れ

を
撃
退
さ
せ
た
が
、
分
隊
長
は
右
腕
切
断
の
重
傷
を
負
い
、
ほ

か
に
兵
七
名
負
傷
の
損
害
。
第
一
筒
大
野
上
等
兵
殿
も
自
分
の

銃
に
て
攻
撃
中
頭
部
に
裂
傷
を
受
け
後
送
と
な
り
、
自
分
が
筒

手
と
な
る
。
以
後
擲
彈
筒
を
背
に
行
軍
す
る
。

行
軍
中
は
休
憩
時
よ
く
「
ボ
テ
」
た
兵
を
見
る
。
ビ
ン
タ
を

張
ら
れ
る
兵
（
主
に
同
年
）
を
見
て
涙
が
出
る
。
人
も
我
も
紙

一
重
だ
、
そ
し
て
勇
気
が
湧
き
ま
た
歩
く
。

新
兵
は
作
戦
に
出
て
敵
と
闘
う
前
に
体
力
気
力
を
充
実
さ

せ
、
行
軍
の
こ
の
一
大
関
門
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
痛

感
す
る
。
数
々
の
試
練
、
死
線
を
越
え
て
新
任
地
焦
山
河
市
に

到
着
す
る
。
隊
長
以
下
長
い
間
の
作
戦
行
動
の
た
め
心
身
共
に

摺
り
減
ら
し
眼
光
鋭
く
、
本
当
に
敗
残
兵
の
よ
う
だ
が
、
こ
の

中
に
い
る
こ
と
は
幸
せ
だ
、
闘
い
の
度
に
消
え
て
い
く
戦
友
の

数
々
。
見
え
な
い
と
思
え
ば
、
あ
ゝ
あ
の
友
も
、
で
中
支
第
一



線
消
耗
品
部
隊
と
は
よ
く
い
っ
た
も
の
だ
。

新
任
地
の
大
隊
本
部
は
街
の
中
に
あ
り
、
近
く
に
住
民
街
が

あ
っ
て
治
安
も
よ
く
、
商
店
そ
し
て
商
品
も
多
く
て
賑
わ
い
、

川
に
沿
っ
て
南
北
に
堤
防
が
続
き
、
北
に
中
隊
の
分
■
が
出
て

い
た
。
整
地
、
消
毒
と
作
業
に
出
る
が
、
自
分
は
早
速
中
隊
事

務
室
に
呼
び
出
さ
れ
る
。
窮
屈
な
事
務
室
で
仕
事
す
る
よ
り
皆

と
一
緒
に
作
業
し
て
る
方
が
時
に
雑
談
も
で
き
て
楽
だ
と
思
っ

た
が
、
隊
長
殿
よ
り
恐
い
人
事
係
曹
長
殿
、
勿
論
辞
退
で
き
ず

出
て
ゆ
く
。
助
手
兵
長
殿
の
書
い
た
原
稿
で
連
隊
本
部
提
出
の

靖
国
神
社
合
祀
名
簿
等
の
清
書
で
あ
る
。
粗
悪
な
炭
酸
紙
（
複

写
カ
ー
ボ
ン
紙
）
に
て
七
枚
写
し
は
や
り
に
く
く
、
お
さ
え
れ

ば
下
が
汚
れ
て
苦
心
し
た
。

内
務
班
の
古
兵
殿
に
は
悪
く
い
わ
れ
な
が
ら
日
ご
と
事
務
室

へ
、
日
中
は
ま
だ
よ
い
が
、
夜
に
入
り
■
燭
を
灯
し
て
の
書
は

暗
く
て
仕
事
進
ま
ぬ
。
夜
も
ふ
け
れ
ば
集
中
力
も
落
ち
、
紙
が

ず
れ
て
お
目
玉
を
戴
く
が
、
以
後
鋭
意
努
力
し
て
完
了
、
お
手

伝
い
が
で
き
た
。

事
務
室
は
ほ
か
に
功
績
係
准
尉
殿
と
兵
長
殿
、
同
年
の
当
番

の
清
掃
ぐ
ら
い
で
割
合
静
か
、
で
も
時
に
隊
長
殿
も
お
顔
を
出

さ
れ
る
。
福
岡
出
身
の
士
官
候
補
生
で
誠
に
偉
丈
夫
に
て
人
の

和
を
大
切
に
さ
れ
、
一
兵
の
身
上
も
精
通
さ
れ
て
お
り
驚
く
。

自
分
も
覚
え
て
く
れ
て
遠
慮
な
く
お
話
が
で
き
て
大
変
恐
縮
を

し
た
。

中
隊
行
事
も
進
み
慰
霊
祭
、
祭
壇
上
に
白
木
の
箱
に
各
戦
死

者
の
お
骨
が
納
め
ら
れ
多
数
並
ぶ
。
白
い
花
と
饅
頭
を
供
え
、

中
隊
全
員
出
席
、
読
経
礼
拝
し
て
冥
福
を
祈
る
。
中
隊
長
の
弔

辞
こ
れ
が
一
番
辛
く
「
…
願
わ
く
ば
昇
天
の
英
霊
来
り
享
け

よ
」

、
こ
れ
が
戦
場
の
運
命
か
捧
げ
る
身
は
惜
し
く
な
い
が
、

■
き
し
人
の
顔
が
次
々
と
浮
か
び
余
り
に
も
辛
く
て
皆
手
放
し

で
泣
い
た
。
大
隊
、
連
隊
、
師
団
と
集
ま
り
、
司
令
部
に
て
合

同
慰
霊
祭
を
挙
行
し
南
京
よ
り
宰
領
者
に
守
ら
れ
て
内
地
へ
行

か
れ
る
と
聞
く
。

昭
和
十
七
年
七
月
二
十
三
日
、
昭
和
十
七
年
度
下
士
官
候
補

者
を
命
ぜ
ら
れ
、
朋
友
仙
波
と
石
首
に
お
け
る
集
合
教
育
に
参

加
す
る
。
各
出
身
中
隊
の
名
誉
の
た
め
日
々
切
磋
琢
磨
す
る
精

鋭
三
〇
名
。
何
事
に
も
節
度
あ
り
て
敏
速
な
る
行
動
は
と
て
も

中
隊
教
育
の
比
で
は
な
い
が
、
自
分
も
中
隊
代
表
の
誇
り
を
持

っ
て
負
け
じ
と
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
中
隊
よ
り
重
点
教
育
の
違



い
か
ら
か
聞
い
た
こ
と
も
な
い
体
操
教
範
が
出
て
面
食
ら
う
。

号
令
一
つ
掛
け
て
も
動
い
て
く
れ
な
い
が
そ
ん
な
こ
と
に
お
構

い
な
く
実
学
共
に
ド
ン
ド
ン
進
む
。
大
海
に
投
入
さ
れ
た
自
分

達
、
早
く
岸
に
着
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
は
己
の
精
進
努
力
あ

る
の
み
と
。

猛
暑
の
八
月
演
習
の
終
わ
っ
た
寸
暇
を
柳
の
木
に
も
た
れ
て

典
範
令
の
暗
記
に
励
む
。

学
科
試
験
で
中
庭
の
事
務
室
よ
り「
出

来
と
る
者
は
お
ら
ん
。
大
原
ぐ
ら
い
だ
け
じ
ゃ
」
の
曹
長
殿
の

大
声
。「
よ
ー
し
や
る
ぞ
」
と
勇
気
が
湧
く
が
、
人
間
思
う
よ

う
に
は
な
ら
ぬ
も
の
。
体
調
を
崩
し
て
診
断
の
結
果
マ
ラ
リ
ヤ

に
て
後
送
さ
れ
、
武
昌
陸
軍
病
院
に
入
院
す
る
。
後
送
中
に
眼

も
小
便
も
黄
色
く
な
り
、
症
状
が
出
て
き
た
。

緑
繁
る
高
台
に
威
容
を
誇
る
白
亜
の
殿
堂
は
、
中
支
那
最
前

線
で
戦
闘
と
警
備
に
明
け
暮
れ
る
病
身
の
一
兵
に
と
っ
て
、
こ

の
病
院
は
た
だ
驚
く
ば
か
り
、
内
地
で
も
見
た
こ
と
も
な
い
巨

大
な
建
物
で
、
内
部
も
奇
麗
、
白
一
色
に
統
一
さ
れ
整
備
さ
れ

た
病
棟
。
新
式
ベ
ッ
ト
等
の
充
実
、
そ
の
上
軍
医
殿
、
看
護
婦

さ
ん
の
心
優
し
い
処
置
に
有
難
く
頭
が
下
が
る
が
、
い
る
程
に

退
院
し
た
く
な
い
不
心
得
者
も
い
て
、
〇
部
隊
桐
生
は
投
薬
を

飲
ま
ず
に
ベ
ッ
ト
下
に
隠
し
て
い
て
、
き
つ
く
叱
ら
れ
て
い
た
。

憐
れ
な
る
奴
と
腹
が
立
っ
た
。
自
分
は
と
て
も
そ
ん
な
気
に
な

れ
ず
、
早
く
帰
っ
て
学
校
へ
の
気
持
ち
が
頭
よ
り
離
れ
ず
療
養

に
励
ん
だ
。
お
粥
が
水
臭
く
な
り
、
下
腹
部
も
軟
ら
か
く
な
っ

て
快
方
に
向
い
、
お
陰
様
で
治
■
と
な
り
病
院
長
殿
（
大
佐
）

に
お
願
い
し
て
直
退
を
許
可
さ
れ
、
練
成
班
に
入
ら
ず
十
二
月

七
日
退
院
す
る
。

船
待
ち
の
一
日
、
一
人
街
へ
出
る
。
内
地
の
人
の
店
が
軒
を

並
べ
る
中
の
写
真
館
の
前
に
立
ち
、
体
力
も
気
力
も
快
復
し
星

も
三
ツ
（
十
二
月
一
日
、
命
上
等
兵
）
の
軍
服
姿
も
板
に
つ
く

今
、
記
念
に
撮
っ
て
送
れ
ば
と
父
母
の
顔
が
浮
か
ぶ
が
原
隊
は

遠
い
。
前
線
復
帰
は
幾
日
か
か
る
か
計
り
知
れ
ず
、
如
何
に
せ

ん
金
が
乏
し
い
と
扉
を
開
け
る
を
得
ず
館
前
を
去
る
。

心
配
さ
れ
た
便
衣
の
襲
撃
も
な
く
、
焦
る
心
で
中
隊
復
帰
し

て
見
れ
ば
、
入
学
は
出
発
し
て
い
て
間
に
あ
わ
ず
、
初
志
は
悲

し
く
も
挫
折
し
た
。
主
力
は
作
戦
出
動
中
の
留
守
隊
で
至
極
平

穏
で
傷
心
の
身
を
対
岸
で
の
炭
焼
き
、
野
原
の
兎
追
い
等
で
紛

ら
わ
し
た
。

主
力
が
常
徳
作
戦
よ
り
帰
還
し
て
賑
や
か
に
な
っ
た
が
、
ま



た
戦
死
傷
者
多
く
短
期
間
（
四
〇
日
）
の
割
に
損
害
甚
大
で
あ

っ
た
。
聞
け
ば
反
転
援
護
に
て
ア
ン
ペ
ラ
一
枚
で
敵
と
対
し
、

息
を
呑
む
緊
張
だ
っ
た
と
い
う
。
寂
し
き
限
り
で
ま
た
靖
国
神

社
合
祀
名
簿
等
書
類
に
当
分
忙
殺
さ
れ
た
が
、
自
分
な
り
に
ゆ

と
り
が
で
き
て
楽
だ
っ
た
。

戦
い
終
わ
っ
て
迎
え
た
昭
和
十
九
年
一
月
下
旬
、
十
八
年
徴

集
初
年
兵
の
教
育
掛
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
二
月
連
隊
教
育
掛
の
本

部
近
く
の
通
信
隊
に
宿
を
願
う
。
底
冷
え
の
す
る
夜
だ
っ
た
。

朝
破
れ
た
窓
よ
り
粉
雪
が
ふ
と
ん
の
上
に
舞
こ
ん
で
い
た
。
本

部
は
南
岳
山
、
山
麓
に
あ
り
連
隊
長
は
じ
め
各
大
中
隊
長
、
副

官
、
教
官
、
助
教
、
助
手
と
連
隊
の
中
枢
精
鋭
を
一
堂
に
集
め

て
、
大
東
亜
戦
及
び
大
陸
戦
線
の
状
況
教
育
の
意
義
等
連
隊
長

殿
よ
り
詳
し
い
お
話
を
受
け
、
光
栄
と
感
謝
す
る
。
典
範
令
の

中
で
我
が
連
隊
で
の
規
制
に
て
、
着
剣
、
寝
射
（
ね
う
ち
）
を

説
明
さ
れ
、
実
技
と
し
て
「
十
二
中
隊
」
と
の
お
声
に
「
ハ
ッ
」

と
し
た
。
正
に
青
天
の
霹
靂
、
誰
が
予
想
し
た
ろ
う
。

だ
が
瞬
間
ハ
イ
の
声
と
共
に
自
分
は
前
に
出
た
、
胸
の
鼓
動

が
高
鳴
る
を
押
え
て
号
令
の
儘
着
剣
（
木
皮
を
握
り
）
続
い
て

寝
射
ち
（
角
度
）
の
動
作
は
無
我
夢
中
で
や
る
。「
よ
し
」
の

お
声
で
一
礼
し
て
元
の
位
置
へ
帰
り
こ
と
な
き
を
得
、
後
刻
、

教
官
殿
よ
り
労
わ
り
の
お
言
葉
を
嬉
し
く
聞
く
が
、
本
来
小
銃

班
の
助
手
の
任
務
だ
が
同
年
で
は
自
分
が
序
列
が
上
だ
っ
た
。

中
隊
よ
り
北
の
堤
防
上
の
分
■
を
整
地
拡
張
し
て
教
育
内
務

班
を
作
り
、
連
日
戦
闘
訓
練
に
学
科
と
教
育
に
打
ち
込
む
。
堤

防
は
街
に
通
ず
る
幹
道
に
て
良
民
証
を
見
せ
通
過
す
る
。
自
分

の
班
は
愛
媛
、
香
川
出
身
で
全
員
八
名
（
一
部
志
願
兵
）
に
て

共
に
堂
々
た
る
体
■
で
、
動
作
敏
速
、
内
地
で
教
育
（
三
〇
日
）

を
受
け
た
ほ
ど
は
あ
る
と
感
心
す
る
。
青
年
学
校
も
優
秀
卒
業

生
で
あ
り
教
育
に
も
精
が
出
る
。

西
堤
防
三
キ
ロ
で
よ
く
演
習
を
や
る
。
戦
闘
、
散
開
、
突
撃
、

喚
声
を
揚
げ
て
突
入
す
る
。「
目
標
中
隊
舎
前
、
早
駈
前
へ
」

の
教
官
殿
の
大
声
に
皆
は
一
斉
に
走
り
出
す
。「
支
援
射
撃
を

し
、
然
る
後
突
撃
す
」
の
我
が
擲
彈
筒
は
い
つ
も
最
後
尾
よ
り

の
出
発
だ
。
自
分
も
一
気
に
走
っ
て
皆
に
活
を
入
れ
て
ま
た
走

る
が
、
皆
上
位
に
て
帰
り
自
分
を
嬉
し
く
し
て
く
れ
る
。

教
官
殿
は
新
兵
と
同
年
の
立
志
の
人
で
逞
し
く
隊
長
殿
の
信

頼
厚
く
若
さ
に
ま
か
せ
て
、
帰
隊
途
中
の
軍
歌
演
習
で
も
「
目

標
中
隊
舎
前
」
は
再
三
だ
っ
た
。



分
■
立
■
中
の
悪
友
は
良
民
証
を
見
な
が
ら
菓
子
■
、
時
に

紙
幣
を
取
上
げ
紛
争
を
起
こ
し
、

時
に
出
て
金
を
与
え
て
帰
し
、

友
を
叱
る
が
効
果
な
く
悪
友
に
は
困
ら
さ
れ
た
。
宣
撫
班
の
努

力
が
功
を
奏
し
住
民
と
融
和
し
て
平
穏
裡
に
過
ご
し
、
自
分
も

初
め
て
の
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
。
五
〇
余
日
は
気
力
体
力

共
に
一
番
充
実
し
た
十
ヵ
月
余
り
。

忘
れ
得
ぬ
街
、
焦
山
河
市
も
次
期
作
戦
の
た
め
お
別
れ
を
告

げ
て
、
部
隊
は
帰
ら
ざ
る
旅
と
い
わ
れ
た
湘
桂
第
一
次
、
二
次

作
戦
は
連
日
雨
の
中
、
連
隊
の
将
兵
一
堂
に
集
い
軍
旗
に
最
後

の
お
別
れ
を
し
て
泥
嚀
の
中
を
出
動
し
た
。
炎
熱
の
八
月
、
衡

陽
二
糖
で
空
に
飛
行
機
、
地
に
戦
車
の
猛
攻
、
食
無
き
ま
ま
連

日
連
夜
の
迎
撃
戦
闘
に
中
隊
二
八
名
と
な
る
死
闘
を
演
じ
た
。

続
い
て
秋
雨
け
ぶ
る
桂
林
攻
略
戦
は
師
団
予
備
隊
と
し
て
、
携

帯
糧
抹
、
■
燭
、
ワ
ラ
ジ
と
諸
準
備
を
し
て
、
第
一
大
隊
の
七

星
厳
肉
薄
攻
撃
の
時
間
を
見
な
が
ら
息
を
殺
し
、
桂
林
市
街
図

を
渡
さ
れ
命
あ
ら
ば
分
隊
行
動
に
て
市
役
所
裏
に
集
合
の
指
示

を
受
け
た
。

当
時
、
若
き
分
隊
長
と
し
て
補
充
の
オ
ッ
サ
ン
（
三
十
八
歳
）

を
三
名
連
れ
て
い
た
。
身
は
桂
林
に
心
は
内
地
の
人
達
を
戦
場

に
送
る
矛
盾
に
腹
が
立
ち
、「
死
な
し
て
な
る
も
の
か
」
と
神

経
を
摺
り
減
ら
し
た
苦
い
思
い
出
。

明
け
て
昭
和
二
十
年
、
道
県
よ
り
の
南
部
■
漢
打
通
作
戦
も

大
隊
長
レ
ベ
ル
に
て
予
備
隊
と
な
り
、
以
後
追
及
し
た
が
部
隊

は
大
陸
の
大
作
戦
に
絶
え
ず
第
一
線
に
あ
っ
て
数
々
の
武
勲
に

輝
き
感
状
を
授
与
さ
れ
た
名
誉
あ
る
郷
土
部
隊
だ
っ
た
。
し
か

し
、
作
戦
ご
と
に
消
え
去
る
戦
友
の
多
き
こ
と
。
明
日
は
我
が

身
と
感
じ
つ
つ
、
生
命
長
ら
え
て
帰
還
し
た
。

四
年
に
一
度
連
隊
合
同
慰
霊
祭
を
行
う
が
、
今
年
（
平
成
四

年
）
も
三
月
十
日
松
山
護
国
神
社
に
て
第
八
回
を
挙
行
し
遠
く

東
京
方
面
よ
り
も
馳
せ
参
じ
、
総
勢
六
百
有
余
名
相
集
い
、
若

く
し
て
大
陸
の
荒
野
に
散
っ
た
多
く
の
戦
友
の
御
魂
安
か
れ
と

祈
っ
た
。
ま
た
お
互
い
老
い
の
身
を
労
り
合
っ
た
。

誘
わ
れ
て
そ
の
昔
の
激
戦
地
衡
陽
二
糖
の
地
に
慰
霊
の
旅
を

四
度
。
彼
の
地
は
四
十
有
余
年
の
名
残
り
を
僅
か
に
残
し
て
今

は
平
和
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
内
地
よ
り
持
参
せ
し
米
、
清
酒
、

煙
草
、
菓
子
、
水
を
供
え
線
香
、
■
燭
に
火
を
灯
し
て
合
掌
す

れ
ば
、
亡
き
戦
友
の
顔
浮
か
ん
で
は
消
え
ま
た
浮
か
び
涙
■
を

伝
う
。
何
の
た
め
誰
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
の
か
と
想
う
時
、



も
う
殺
し
合
い
は
懲
り
懲
り
だ
。

帰
還
し
た
る
時
の
家
族
構
成

父
　
健
　
六
十
五
歳
　
農
家

母
　
病
　
六
十
四
歳

兄
　
健
　
三
十
八
歳
　
溶
接
業

姉
　
健
　
三
十
五
歳
　
広
島
に
嫁
ぐ

姉
　
健
　
三
十
三
歳
　
三
津
に
嫁
ぐ

姉
　
健
　
二
十
八
歳
　
村
内
に
嫁
ぐ

兄
　
健
　
三
十
一
歳
　
十
八
年
招
集
関
東
軍
　
帰
還

兄
　
健
　
二
十
六
歳
　
十
八
年
召
集
海
軍
輸
送
　
帰
還

弟
　
健
　
二
十
歳
　
　
十
八
年
志
甲
飛
台
湾
　
帰
還

昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
、
帰
還
し
て
見
れ
ば
松
山
航

空
隊
隣
接
地
だ
っ
た
わ
が
家
も
焼
夷
弾
攻
撃
に
焼
失
し
、
バ
ラ

ッ
ク
に
父
母
が
住
ん
で
い
た
。
■
の
片
隅
に
自
分
の
写
真
が
立

ち
盃
の
飯
が
供
え
て
あ
り
有
難
く
涙
が
出
た
。
自
分
が
出
征
し

て
よ
り
丸
一
年
に
し
て
兄
弟
と
三
人
が
出
征
し
て
名
誉
の
家
と

な
っ
た
ら
し
い
。
一
番
遅
い
自
分
に
「
お
前
は
長
く
便
り
な
く

死
ん
だ
と
思
っ
た
が
、
よ
う
帰
り
皆
揃
っ
た
」
と
父
母
は
喜
ん

だ
。「
家
は
焼
け
た
が
皆
元
気
で
帰
っ
て
来
た
。
家
が
身
代
わ

り
に
な
っ
た
の
よ
」
と
は
気
丈
な
老
母
の
言
葉
だ
っ
た
。

【
解

説
】

歩
兵
第
二
三
四
連
隊
は
昭
和
十
四
年
六
月
、
第
四
十
師
団
編

成
下
令
に
よ
り
八
月
七
日
編
成
完
結
、
九
月
十
三
日
軍
旗
拝
授
、

十
月
六
日
愛
媛
県
松
山
の
屯
営
を
出
発
、
二
十
七
日
中
華
民
国

湖
北
省
武
昌
上
陸
、
第
二
十
三
師
団
（
旭
）
と
警
備
交
代
し
、

湖
北
省
咸
寧
県
付
近
の
警
備
に
任
じ
た
。

爾
来
、
中
南
支
の
作
戦
に
参
加
、
鯨
部
隊
の
名
称
の
も
と
、

そ
の
勇
猛
を
う
た
わ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
上
海
出
帆
、

復
員
し
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
部
隊
の
戦
歴
を
略
記
し
て
、
体
験
執
筆
者
（
昭
和
十

七
年
十
二
月
～
復
員
ま
で
）
の
四
囲
の
状
況
解
説
に
替
え
る
。

連
隊
（
鯨
第
六
八
八
二
部
隊
）
は
昭
和
十
四
年
十
二
月
か
ら

同
十
六
年
九
月
～
十
月
、
長
沙
作
戦
参
加
ま
で
、
湖
北
省
に
於

い
て
各
作
戦
、
警
備
に
従
事
し
て
い
た
。
昭
和
十
七
年
に
至
る

も
司
様
で
あ
っ
た
が
、
四
月
～
七
月
、
第
一
・
第
三
大
隊
主
力

は
淅
■
作
戦
に
参
加
後
、
十
月
五
日
、
警
備
地
変
更
の
た
め
咸

寧
県
汀
泗
橋
に
移
駐
、
同
地
付
近
警
備
と
あ
る
（
執
筆
者
配
属

さ
る
）

。



昭
和
十
七
年
十
二
月
～
同
十
八
年
一
月
二
日
大
別
山
作
戦
参

加
、
昭
和
十
八
年
二
月
～
三
月
湖
北
殲
滅
作
戦
、
四
月
江
南
地

区
戡
定
作
戦
、
四
月
十
六
日
～
六
月
二
十
五
日
江
南
殲
滅
作
戦

に
参
加
（
本
作
戦
に
於
い
て
第
三
大
隊
は
歩
兵
第
二
三
六
連
隊

―
高
知
―
と
共
に
小
柴
支
隊
と
な
り
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授

与
さ
る
）

。

昭
和
十
八
年
十
月
十
八
日
～
同
十
九
年
一
月
十
日
常
徳
作
戦

参
加
（
第
六
十
八
師
団
配
属
戸
田
部
隊
―
歩
兵
第
二
三
四
連
隊

（
第
一
大
隊
欠
）

、
独
立
山
砲
兵
第
二
連
隊
第
二
大
隊
、
工
兵

第
十
二
中
隊
）

。

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日
～
湘
桂
作
戦
第
一
期
参
加
（
本

作
戦
に
於
け
る
戦
闘
で
、
第
十
一
中
隊
、
町
田
少
尉
以
下
二
名
、

第
十
一
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

八
月
九
日
～
湘
桂
作
戦
第
二
期
参
加
（
桂
林
等
攻
略
に
於
い

て
第
一
大
隊
は
軍
司
令
官
よ
り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
四
日
～
同
二
十
年
二
月
二
十
七
日
、

南
部
■
漢
作
戦
参
加
（
本
作
戦
に
於
い
て
、
鉄
道
及
術
工
物
占

領
の
挺
身
部
隊
と
し
、
甲
挺
身
隊
―
第
一
大
隊
、
丙
挺
身
隊
―

第
二
大
隊
、
及
個
人
と
し
三
浦
衛
生
伍
長
は
夫
々
軍
司
令
官
よ

り
感
状
を
授
与
さ
る
）

。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
～
五
月
二
十
七
日
、
広
東
省
楽

昌
県
付
近
に
在
り
て
鉄
道
術
工
物
の
確
保
並
に
同
地
付
近
の
警

備
に
従
事
、
五
月
二
十
八
日
、
広
東
南
方
地
区
の
確
保
及
び
三

南
作
戦
に
参
加
、
八
月
十
六
日
江
西
省
南
昌
に
於
い
て
軍
旗
奉

焼
。兵

力
、
内
地
除
隊
三
、
〇
五
六
名
、
現
地
除
隊
一
〇
一
名
、

死
亡
六
四
一
名
、
入
院
四
九
二
名
、
転
属
一
、
七
四
五
名
、
不

明
八
九
名
、
残
留
二
九
名
。
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
分
離
帰
還

す
。

将
校
へ
の
過
程
　 

島
根
県
　
井
上
光
雄
　 

見
習
士
官
勤
務
四
カ
月

今
次
大
戦
に
幹
部
候
補
生
出
身
の
予
備
役
将
校
が
残
し
た
実

績
は
、
将
校
と
し
て
の
戦
績
全
般
の
過
半
を
埋
め
て
な
お
余
り

あ
る
も
の
と
信
ず
る
。




